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主 な 内 容

循
環
バ
ス
「
ナ
ッ
シ
ー

号
」

　

皆
さ
ん
の
足
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
ナ
ッ
シ
ー
号
は
、
1
月
4
日
に

ル
ー
ト
や
運
賃
な
ど
の
改
正
を
行
い
、

以
前
か
ら
要
望
の
多
か
っ
た
西
白
井

（
ベ
リ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
）
地
区
、
さ

わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢
、
新
鎌
ケ
谷

駅
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
な

ど
へ
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
改

正
後
、
利
用
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

運
賃
収
入
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
市

が
支
出
す
る
循
環
バ
ス
の
運
行
委
託

経
費
は
大
き
く
、
年
間
5
千
万
円
を

超
え
て
い
ま
す
。

◆
利
用
の
多
い
停
留
所

　

循
環
バ
ス
の
ル
ー
ト
に
は
4
つ
の

系
統
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
系

統
で
利
用
の
多
い
主
要
停
留
所
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

通
勤
や
通
学
、
買
い
物
、
高
齢
者
の

利
用
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

夏
休
み
に
な
る
と
市
民
プ
ー
ル
や
さ

わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢
へ
の
プ
ー
ル

の
利
用
に
よ
る
乗
客
が
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

◆
ナ
ッ
シ
ー
号
夏
休
み
補
完
便
運
行

　

夏
休
み
中
（
日
曜
日
・
祝
日
を
除

く
） 

、
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
市
民
プ
ー

ル
の
利
用
者
で
混
雑
し
、
乗
車
定
員

を
上
回
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

次
の
通
常
便
を
追
走
す
る
補
完
便
を

運
行
し
ま
す
。

①
Ａ
コ
ー
ス
内
回
り
2
系
統
第
2
便

白
井
市
役
所
（
午
前
10
時
8
分
発
）

か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
運
行

②
Ａ
コ
ー
ス
外
回
り
2
系
統
第
3
便

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
午
後
3
時
3
分

発
）
か
ら
白
井
市
役
所
ま
で
の
運
行

◆
ナ
ッ
シ
ー
号
で
市
民
プ
ー
ル
・
さ

わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢
へ
行
こ
う

　

も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。
夏
は
プ

ー
ル
で
気
持
ち
良
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
プ
ー
ル
は
9
月
15
日
㈷
ま
で

休
ま
ず
営
業
し
て
い
ま
す
。
流
水
プ

ー
ル
、
ス
ラ
イ
ダ
ー
、
チ
ビ
ッ
コ
プ

ー
ル
が
あ
る
ほ
か
、
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

な
ど
の
教
室
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢
は
7
月

21
日
㈷
か
ら
8
月
31
日
㈰
ま
で
休
ま

ず
営
業
し
て
い
ま
す
。
温
水
プ
ー
ル
、

浴
場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
食

事
処
な
ど
が
あ
り
、
健
康
増
進
や
コ

ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

ナ
ッ
シ
ー
号
を
利
用
す
る
場
合
、

主
要
停
留
所
（
最
寄
り
駅
）
か
ら
の

時
刻
表
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

市
民
プ
ー
ル
へ
は
白
井
駅
か
ら
木

下
駅
行
き
・
白
井
車
庫
行
き
の
ち
ば

レ
イ
ン
ボ
ー
バ
ス
も
利
用
で
き
ま
す
。

「
神
々
廻
」
停
留
所
で
下
車
（
下
車

徒
歩
5
分
）
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
の
路
線
バ
ス

　

市
内
に
は
下
表
の
民
間
路
線
バ
ス

が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
民
間
路
線
バ
ス
の
利
用
は
減

少
傾
向
に
あ
り
、
中
で
も
ち
ば
レ
イ

ン
ボ
ー
バ
ス
の
木
下
線
と
鎌
ケ
谷
線

は
現
在
、
国
と
県
の
補
助
金
を
受
け

て
運
行
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
特
に

木
下
線
は
白
井
市
と
印
西
市
も
補
助

を
行
い
路
線
を
維
持
・
存
続
し
て
い

る
状
態
で
す
。
利
用
実
績
の
低
い
路

線
は
減
便
や
廃
止
さ
れ
る
恐
れ
も
あ

り
、
多
く
の
人
が
バ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
バ
ス

の
よ
う
な
公
共
交
通
機
関
は
自
家
用

車
を
利
用
す
る
よ
り
も
環
境
に
優
し

い
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　

各
路
線
の
詳
細
は
次
の
各
バ
ス
事

業
者
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
直
接
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
ち
ば
レ
イ
ン
ボ
ー
バ
ス
㈱
白
井
車

庫
☎
（
4
9
7
）
0
9
6
2

●
船
橋
新
京
成
バ
ス
㈱
鎌
ケ
谷
営
業

所
☎
（
4
4
3
）
2
0
3
5

深
夜
急
行
バ
ス

　

6
月
16
日
か
ら
成
田
空
港
交
通
㈱

の
深
夜
急
行
バ
ス
「
有
楽
町
・
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
線
」
が
次
の

と
お
り
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

運
行
日　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）

運
行
車
両　

ト
イ
レ
付
き
大
型
バ
ス

（
42
席
）

乗
車
可
能
バ
ス
停
留
所        

有
楽
町
駅
・

京
成
上
野
駅
・
金
町
駅
・
松
戸
本
町

主
な
降
車
バ
ス
停
留
所　

六
実
駅
・

新
鎌
ケ
谷
駅
・
白
井
駅
・
千
葉
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
中
央
駅

乗
車
例　

有
楽
町
駅
（
マ
リ
オ
ン
前
）

午
前
1
時
発
―
白
井
駅　

午
前
3
時

着　

2
、
3
0
0
円　

　

深
夜
急
行
バ
ス
の
詳
細
は
直
接
次

の
と
こ
ろ
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
成
田
空
港
交
通
㈱
☎
0
4
7
6

（
3
5
）
2
3
2
1

問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班　

内

線
3
3
5
2
・
3

ナッシー号のナッシー号の時刻検索時刻検索
　113カ 所 あ る
ナッシー号の停
留所。「どのルー
トで利用するのが
一番早いか」そん
な疑問を持ったこ
とはありませんか。
市では出発地・到
着地・発着時刻を

設定することにより、利用者に合った最適な経路と時刻を案内す
るナッシー号時刻検索システムを市ホームページに公開しました。
システムの利用にはエクセル（Excel2000以降を推奨）が必要です。
検索するごとに市のイメージキャラクターなし坊からのメッセー
ジが表示され、楽しく検索することができます。
　このほかにルート図・時刻表は循環バス車内や市役所・各セン
ターで配布しています。

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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バ
ス
を

バ
ス
を
利
用
し
て
み

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

ま
せ
ん
か

系統別主要停留所
系統 主要停留所

1系統
新鎌ケ谷駅・西白井駅・白井の湯・西白井サン
ロード・七次台3丁目

2系統
福祉センター・千葉ニュータウン中央駅北口・白
井駅・市民プール

3系統
西白井駅・東武ストア・白井駅・冨士駐在所前・さ
わやかプラザ軽井沢

4系統 第二小学校・平塚本郷集会所・平塚榎台

　

市
内
に
は
循
環
バ
ス
「
ナ
ッ
シ
ー
号
」、
ち
ば
レ
イ
ン
ボ
ー
バ
ス
㈱
、
船
橋
新
京
成
バ
ス
㈱
、
新
た
に
運
行
を
開
始
し
た
成
田
空

港
交
通
㈱
の
深
夜
急
行
バ
ス
が
運
行
し
て
い
ま
す
。
バ
ス
は
車
の
運
転
が
で
き
な
い
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
の
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
、

通
院
な
ど
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
ほ
か
地
球
温
暖
化
が
深
刻
化
す
る
中
、
環
境
に
も
優
し
い
身
近
な
交
通
手
段
と
し
て
も
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
。

市内民間路線バス
事業者 路線 主要停留所

ちばレインボー
バス

白井線 白井車庫・白井駅・鎌ケ谷大仏駅・西船橋駅

西白井線白井車庫・西白井地区（ベリーフィールド）・新鎌ケ谷駅
木下線 白井駅・白井車庫・木下駅
鎌ケ谷線白井駅・白井工業団地・鎌ケ谷市役所
北口循環
線

千葉ニュータウン中央駅・桜台中学校・木刈
４丁目

船橋新京成バス 西白井線ニュータウン七次台・西白井駅・鎌ケ谷大仏

さわやかプラザ軽井沢時刻表

西

白

井

駅

10:31 ➡➡ 10:42 さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢

11:39 ➡➡ 11:51 西

白

井

駅

11:27 ➡➡ 11:39 13:42 ➡➡ 13:52

13:31 ➡➡ 13:42 14:49 ➡➡ 15:01

14:37 ➡➡ 14:49 16:32 ➡➡ 16:42

16:21 ➡➡ 16:32 17:19 ➡➡ 17:31

17:07 ➡➡ 17:19 19:07 ➡➡ 19:17

市民プール時刻表

白

井

駅

10:05 ➡➡ 10:16 市

民

プ

ー

ル

9:21 ⬅⬅ 9:02 千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中

央
駅
北
口13:05 ➡➡ 13:16 12:01 ⬅⬅ 11:42

12:15 ⬅⬅ 12:03 13:18 ➡➡ 13:39

15:25 ⬅⬅ 15:13 16:08 ➡➡ 16:29

ナッシー号に乗車するなし坊

200715P001P010-1.indd   9 2008/07/11   9:19:54
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整備予定整備予定
（立体）（立体）
整備予定
（立体）

整備予定整備予定
（平置き）（平置き）
整備予定
（平置き）

廃止予定廃止予定廃止予定

内は放置自転車禁止区域です。内は放置自転車禁止区域です。内は放置自転車禁止区域です。

市
自
転
車
駐
車
場
の
「
整
備
計
画
」「
基
本
設
計
」
に
ご
意
見
を

　

市
で
は
放
置
自
転
車
の
抑
制
を
図
り
、
駅
周
辺
の
利
便
性
の
向
上
・
歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
白
井
駅
・
西
白
井
駅
周

辺
に
恒
久
的
な
駐
輪
場
（
自
転
車
駐
車
場
）
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
か
ら
の
供
用
を
目
指
し
、
自
転
車
駐
車
場

整
備
計
画
を
策
定
し
、
基
本
設
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

収用（必要）台数
単位：台

駅圏 台数
（内訳）

自転車 原付

白井駅
北口 214 209 5 
南口 1,429 1,396 33 

西白井駅
北口 1,858 1,759 99 
南口 383 362 21 

合計 3,884 3,726 158 

駐輪場整備に要する概算額
単位：千円

駅圏 概算額 うち用地
購入費

白井駅 292,000 110,000 
西白井駅 634,000 415,000 
合計 926,000 525,000 
※財源として国からの交通安全対策事業統合
補助金463,000千円を見込んでいます。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

市
で
は
駐
輪
場
に
関
す
る
整
備
計

画
・
基
本
設
計
に
対
し
、
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
提
出
さ

れ
た
意
見
な
ど
は
単
に
賛
否
の
結
論

や
趣
旨
が
不
明
確
な
も
の
を
除
き
検

討
の
上
、
反
映
し
ま
す
（
個
別
の
回

答
は
行
い
ま
せ
ん
）。

閲
覧
場
所　

市
役
所
（
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
）、
各
セ
ン
タ
ー
（
中
央
公

民
館
、
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
白

　20日㈰から31日㈭は夏の交通
安全運動実施期間です。
　夏休みを迎え、ちょっとした
気のゆるみなどから、思わぬ事
故を起こしたり、事故に遭うこ
とが懸念されます。
　皆さんも交通ルールを守り、
次のことに気を付けて事故防止
に努めましょう。
①子どもと高齢者の交通事故防止
②全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用
③自転車の安全利用推進
④飲酒運転の根絶と速度超過など悪質・危険な運転の防止
■問　交通防災課交通防災班　内線3321

夏 の 交 通 安 全 運 動 実 施
～広げよう　どうぞの気持ちと　車間距離～

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
、
冨
士
セ
ン
タ
ー
、

公
民
セ
ン
タ
ー
、
桜
台
セ
ン
タ
ー
）、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

公
表
資
料　

駐
輪
場
整
備
計
画
の
概

要
、
計
画
位
置
図
、
整
備
場
所
・
構

造
等
一
覧
表
、
基
本
設
計
図
面

申
・
問　

8
月
15
日
㈮
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
所
定
の
様
式
（
各
閲
覧
場
所

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
閲
覧
場
所
に
あ
る
意
見
箱
へ

投
函
す
る
か
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
交
通
防
災
課

交
通
防
災
班　

内
線
3
3
2
1
・

k
o
u
tsu
u
-b
o
u
sa
i@
c
ity
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
任
意
の
様
式
の
場
合
は
表
題
に

「
白
井
市
自
転
車
駐
輪
場
に
関
す
る

整
備
計
画
及
び
基
本
設
計
の
意
見
」・

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

意
見
の
公
表
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

関
す
る
情
報
な
ど
、
市
情
報
公
開
条

例
第
9
条
に
定
め
る
情
報
は
非
公
開

と
し
ま
す
。

駐輪場の配置

駐輪場（白井駅南口）

国道464号（白井駅前）

駐
輪
場
整
備
の
必
要
性

　

白
井
駅
・
西
白
井
駅
周
辺
の
駐
輪

場
は
、
都
市
再
生
機
構
（
当
時
の
都

市
基
盤
整
備
公
団
）
が
昭
和
54
年
か

ら
の
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
へ
の
入
居

促
進
を
図
る
た
め
、
土
地
を
売
却
す

る
ま
で
の
暫
定
施
設
と
し
て
整
備
し

た
も
の
で
す
。

　

現
在
は
市
が
有
償
で
借
り
入
れ
、

管
理
し
て
い
ま
す
が
両
駅
前
の
土
地

利
用
が
進
み
、
今
後
の
用
地
確
保
が

困
難
と
な
る
こ
と
か
ら
恒
久
的
な
駐

輪
場
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

計
画
の
概
要

　

平
成
17
年
に
策
定
し
た
市
自
転
車

駐
輪
場
整
備
計
画
を
受
け
て
、
次
の

事
項
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

【
利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
】

　

小
面
積
に
効
率
的
で
整
然
と
自
転

車
を
収
納
で
き
る
平
置
き
・
前
輪
高

低
ラ
ッ
ク
式
と
し
、
屋
根
付
き
で
利

用
者
の
動
線
を
考
慮
し
た
も
の
と
し

ま
す
。

【
整
備
費
用
の
抑
制
】

　

駅
前
の
用
地
が
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
立
体
駐
輪
場
を
整
備
す
る

と
と
も
に
平
置
き
の
駐
輪
場
は
自
転

車
・
歩
行
者
専
用
道
か
車
道
に
接
し

て
い
る
歩
道
な
ど
を
利
用
し
ま
す
。

　

整
備
に
は
国
の
補
助
制
度
を
活
用

し
、
財
源
を
確
保
し
ま
す
。

【
駅
前
空
間
の
景
観
に
配
慮
】

　

公
共
空
間
と
し
て
の
景
観
な
ど
に

配
慮
し
ま
す
。

【
そ
の
ほ
か
】

　

歩
道
上
に
整
備
す
る
駐
輪
場
に
つ

い
て
は
、
道
路
法
に
基
づ
く
県
警
察

本
部
と
の
協
議
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

立
体
駐
輪
場
の
屋
上
を
放
置
自
転

車
の
保
管
場
所
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

【
収
容
（
必
要
）
台
数
】

　

平
成
32
年
の
将
来
需
要
台
数
を
右

表
の
と
お
り
推
計
し
、
そ
の
数
値
に

合
わ
せ
て
収
容
台
数
を
定
め
ま
し
た
。

整
備
内
容

【
駐
輪
場
の
配
置
】

　

駐
輪
場
の
設
置
場
所
は
下
図
の
と

お
り
で
、
選
定
理
由
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
両
駅
共
に
北
側
・
南
側
へ
駐
輪
場

を
整
備
し
、
利
用
者
の
利
便
性
を
配

慮
し
ま
す

②
歩
道
上
に
あ
る
駐
輪
場
は
県
警
察

本
部
の
指
導
に
よ
り
、
自
転
車
・
歩

行
者
専
用
道
お
よ
び
車
道
に
接
す
る

条
件
を
満
た
し
、
歩
行
者
の
通
行
の

安
全
が
確
保
で
き
る
場
所
に
し
ま
す

③
用
地
購
入
箇
所
は
現
在
の
借
用
用

地
を
基
本
と
し
ま
す

【
整
備
水
準
】

　

各
駐
輪
場
の
構
造
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
（
利
用
で
き
る
の
は
自
転

車
と
原
動
機
付
自
転
車
で
、
自
動
二

輪
車
は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
）。

①
立
体
駐
輪
場　

鉄
骨
造
・
2
階
建

て
（
屋
上
利
用
）・
サ
イ
ク
ル
コ
ン

ベ
ア
ー
（
1
階
か
ら
2
階
）・
管
理
棟
・

監
視
カ
メ
ラ
、
前
輪
高
低
ラ
ッ
ク
式

（
ラ
ッ
ク
間
隔
40
㌢
㍍
）
な
ど

②
平
置
き
式　

屋
根
・
照
明
・
前
輪

高
低
ラ
ッ
ク
式
（
ラ
ッ
ク
間
隔
40
㌢

㍍
）
な
ど

【
整
備
の
期
日
】

　

平
成
20
年
度
に
用
地
の
取
得
・
実

施
設
計
を
行
い
、
平
成
21
年
度
に
施

設
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
整
備
に
要
す
る
概
算
額
】

　

駐
輪
場
の
整
備
に
掛
か
る
費
用
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

そ
の
ほ
か
の
関
連
事
項

【
駐
輪
場
使
用
料
金
の
設
定
・
徴
収
】

　

駐
輪
場
整
備
後
は
受
益
者
負
担
の

原
則
か
ら
使
用
料
を
徴
収
し
ま
す
。

　

使
用
料
は
整
備
費
・
維
持
管
理
費
・

耐
用
年
数
・
整
備
台
数
な
ど
に
基
づ

き
今
後
決
定
し
ま
す
。

【
施
設
の
管
理
・
運
営
体
制
】

　

施
設
の
管
理
運
営
方
法
は
実
施
設

計
時
に
施
設
の
維
持
管
理
費
の
節
減

を
検
討
し
た
上
で
決
定
し
ま
す
。
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地区名 氏名
神々廻 山﨑義夫
白井 金森吉夫
白井 秋山吉雄
下長殿 山﨑金助
上長殿 齋藤彰裕
法目 伊藤昭二
富ケ谷 五十嵐正三
富ケ沢 岩井志郎
復四町会 本郷良子
丸山自治会 中谷俊郎
白井木戸 鈴木昭彦
白井木戸自治会 小黒辰夫
七次 大野昇
千草自治会 阿久津幸子
中木戸 秋谷一郎
百合ケ丘自治会 今村功
大松自治会 林　榮治
南園 柴田武夫

栄

菊地輝雄
富沢賢司
佐古恭一
熊野末廣
道場正利

冨士自治会 栁澤純

冨士東自治会
正木保
新井明

冨士西自治会
山下順一
矢代雅之

白井ロジュマン自治会 島村修一
木 押田秀夫
折立 山口照男
富塚 中村茂
中 冨沢和夫
中峠団地自治会 有本博
白井工業団地自治会 佐瀬信
名内 秋谷一巳
小名内 岩井誠
今井 今井文夫
河原子 山口昇
平塚東 山澤三夫

平塚西
海老原菊夫 
坂野幸男

十余一 冨澤秋次郎
清戸 大川宏
谷田 長堀一夫
清水口第１地区自治会 髙田金三
清水口第３住宅自治会 中村征二
清水口第２分譲住宅自治会 山﨑功男
清水口第４住宅自治会 門ノ沢喜一

地区名 氏名
清水口団地自治会 成田満
清水口３丁目自治会 井出政子
清水口八幡自治会 濱野和代
大山口１丁目自治会 佐竹康男
大山口１丁目東自治会 芝野富士夫
大山口２丁目町会 岸本能秀
グランピア西白井団地自治会 北澤京子
西白井１丁目自治会 岩井雅毅
西白井２丁目自治会 土門諭
けやき台自治会 杉田勇
ライフブロード西白井自治会 遠藤久
エクセレントタウン自治会 近藤和之
七次台自治会 小野朝一
七次台３丁目自治会 金田弘
七次台４丁目自治会 大野修治
野口 橘正勝
笹塚３丁目自治会 柿崎直幸
南山１丁目自治会 長谷川理
南山第１住宅自治会 林英吾
グリ－ン南山自治会 小松聖
アーバンエクセル白井自治会 目時進
アーバンエクセル白井自治会 野沢和彦
パークハイツ南山自治会 前野泰博
南山２丁目自治会 松窪秀悟
南山３丁目自治会 阿部照平
堀込第１住宅自治会 杉谷正則
堀込第２住宅 佐藤正雄
堀込第３住宅自治会 森義國
堀込第４住宅自治会 倉持千穂
堀込第５団地 有山一邦
中銀白井マンシオン自治会 杉原裕美子
池の上自治会 遊佐陽子
池の上１丁目南自治会 大日向洋一
ガ－デンハウス自治会 染谷恵司
池の上２丁目自治会 土屋昭彦
池の上３丁目町内会 反田晴美
桜台３番街自治会 倉持五郎
桜台４番街自治会 兎澤宏和
プロムナード桜台６番街自治会 伊藤嘉勝
桜苑弐番街自治会 酒井康雄

コープシティ桜台自治会
山口卓良
鈴木智

ミサワホームズ千葉桜台自治会 野崎一彦

桜苑壱番街自治会
山﨑治夫
大堀敏則

桜台３丁目自治会
荒井まゆみ
柳川忠男

オージーコートヴィレッジ自治会 矢田浩二

　防犯指導員は防犯パトロールや啓
発活動、防犯施設の点検および地域
の皆さんからの意見・要望を警察や
関係機関に伝達するなどの活動をボ
ランティアで行っています。
　今年度新たに委嘱した防犯指導員
は下表のとおりです。
問　市交通防災課交通防災班　内線
3321 ～ 3、印西警察署生活安全課☎
0476（42）0110

自転車等保管場所
（旧中央公民館跡地）

中央公民館別館

白井第一小学校

中央公民館

市役所

商工会

国道16号
←至：柏

国道16号
至：千葉→

ル
ー
ル
を
守
っ
て　

　
　
　

　
　

自
転
車
に
乗
ろ
う

道路交通法が改正されました

防 犯 指 導 員 を 委 嘱

各地区の防犯指導員

自転車など保管場所

防犯指導員の皆さん

「自転車及び歩行者
専用」標識

駐輪場（白井駅南口）

自
転
車
の
ル
ー
ル
変
更

　

自
転
車
に
乗
っ
て
歩
道
を
通
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
次
の
①
か
ら

③
の
場
合
で
す
。

①
道
路
標
識
な
ど
で
指
定
さ
れ
た
場

合②
13
歳
未
満
か
70
歳
以
上
の
人
が
運

転
す
る
場
合

③
車
道
ま
た
は
交
通
の
状
況
か
ら
み

て
や
む
を
得
な
い
場
合

例
1　

道
路
工
事
や
連
続
し
た
駐
車

車
両
な
ど
の
た
め
車
道
の
左
側
端
の

通
行
が
困
難
で
あ
る
と
き

例
2　

自
動
車
な
ど
と
の
接
触
の
危

険
が
あ
る
と
き

　

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す
。
す
ぐ

に
停
止
で
き
る
速
度
で
通
行
し
、
歩

行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
場
合
は
一
時

停
止
し
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
警
察
官
や
交
通

巡
視
員
が
指
示
し
た
と
き
は
、
歩
道

を
自
転
車
に
乗
っ
て
通
行
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
を

　

13
歳
未
満
の
子
ど
も
を
保
護
す
る

責
任
者
は
、
自
転
車
に
乗
車
さ
せ

る
と
き
や
、
保
護
者
の
自
転
車
に
補

助
い
す
で
同
乗
さ
せ
る
と
き
な
ど
は
、

転
倒
時
の
頭
部
へ
の
け
が
を
防
止
す

る
た
め
、
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
は
駐
輪
場
に

　

市
で
は
「
市
自
転
車
等
の
放
置
防

止
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
白
井

駅
、
西
白
井
駅
前
周
辺
を
自
転
車
な

ど
放
置
禁
止
区
域
に
定
め
て
い
ま
す
。

自
転
車
な
ど
は
必
ず
駐
輪
場
に
置
き

ま
し
ょ
う
。

駐
輪
場
使
用
上
の
注
意

　

次
の
こ
と
を
守
り
駐
輪
場
を
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

・
満
車
の
時
は
、
ほ
か
の
空
い
て
い

る
駐
輪
場
を
使
用
し
、
駐
輪
場
内
に

向
き
を
そ
ろ
え
て
駐
車
し
ま
し
ょ
う

・
盗
難
防
止
の
た
め
必
ず
施
錠
し
ま

し
ょ
う

・
自
転
車
な
ど
を
長
期
間
置
く
の
は

や
め
ま
し
ょ
う

放
置
自
転
車
の
撤
去

　

放
置
禁
止
区
域
に
放
置
さ
れ
て
い

る
自
転
車
・
原
動
機
付
自
転
車
、
駐

輪
場
内
に
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る

自
転
車
な
ど
は
、
同
条
例
に
基
づ
き

市
で
撤
去
し
移
送
し
ま
す
。
撤
去
し

た
自
転
車
な
ど
は
、
撤
去
費
用
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
放
置
自
転

者
禁
止
区
域
と
駐
輪
場
は
2
ペ
ー
ジ

の
図
の
と
お
り
で
す
。

※
自
転
車
を
チ
ェ
ー
ン
で
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
に
つ
な
い
で
い
る
場
合
な
ど

に
は
切
断
し
、
撤
去
し
ま
す
。

撤
去
自
転
車
の
返
還

　

自
転
車
な
ど
の
返
還
は
、
放
置
自

転
車
保
管
場
所
で
行
い
ま
す
。

保
管
場
所　

下
図
の
と
お
り

（
白
井
3
7
7
―
6
）

返
還
日
時　

毎
週
金
・
日
曜
日　

午

後
1
時
〜
4
時

※
金
曜
日
が
祝
日
の
場
合
や
年
末
年

始
（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）
を
除

き
ま
す
。

必
要
な
物　

引
き
取
る
人
の
住
所
・

氏
名
を
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）、
印
鑑
、

自
転
車
な
ど
の
鍵
、
自
転
車
等
返
還

通
知
書
（
通
知
の
あ
っ
た
場
合
）

移
送
保
管
手
数
料　

自
転
車　

2
、

0
0
0
円
、
原
動
機
付
自
転
車　

3
、

0
0
0
円

　

自
転
車
な
ど
の
返
還
時
に
手
渡
す

「
納
入
通
知
書
」
を
指
定
金
融
機
関

（
通
知
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

へ
持
参
し
、
支
払
い
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

盗
難
さ
れ
被
害
届
け
を
提
出
し
て

い
る
自
転
車
が
、
被
害
届
け
提
出
後

に
撤
去
さ
れ
た
場
合
は
、
手
数
料
は

免
除
さ
れ
ま
す
。

問　

交
通
防
災
課
交
通
防
災
班
内

線
3
3
2
1
〜
3

　道路交通法が改正され、６月１日に施行されました。主な変更
点は次のとおりです。

後部座席シートベルト着用義務化
　自動車の運転者は、助手席以外につい
てもシートベルトを装着しない者を乗車
させて運転をしてはいけません。
　運転席、助手席はもちろん後部座席に
おいてもシートベルトを正しく装着しま
しょう。

高齢運転者標識の表示が義務化
　75歳以上の人が普通自動車を運転する場合は「高
齢運転者標識」の表示が義務付けられます。
　75歳以上の運転者であることを周囲の運転者に
知らせ、危険な割り込みなどを避けるためにも表
示しましょう。

聴覚障害者の運転免許取得が可能に
　聴覚に障害のある人もワイドミラーを装着することにより、運
転免許の取得が可能となりました。（聴覚に障害のある運転者は「聴
覚障害者標識」の表示が義務付けられます。）周囲の運転者は聴覚
障害標識を表示した車を見掛けた場合は、徐行や減速をし、安全
に通行できるように配慮しましょう。
■問　交通防災課交通防災班　内線3321 ～ 3

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
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お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
庁
内

会
議
、
交
通
安
全
対
策
会
議
を
経
て
、

市
の
検
討
結
果
（
意
見
に
対
す
る
市

の
考
え
方
）
と
し
ま
し
た
。
検
討
結

果
に
つ
い
て
は
計
画
を
修
正
す
る

も
の
を
「
修
正
」、
既
に
計
画
に
盛

り
込
ん
で
い
る
も
の
を
「
既
記
載
」、

計
画
に
は
反
映
で
き
な
い
が
意
見
と

し
て
伺
っ
た
も
の
を
「
そ
の
他
」
と

し
て
取
り
扱
い
ま
し
た
。
主
な
意
見

は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
先
順
位
の
明
確
化

　

優
先
順
位
を
明
確
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
市
が
ど
れ
を
優
先
的
に
行

う
か
が
分
か
ら
な
い
。

◆
市
の
考
え
方

　

市
で
は
こ
の
計
画
の
中
で
優
先
順

位
を
つ
け
る
こ
と
は
せ
ず
、
交
通
安

全
対
策
の
今
後
の
方
向
性
と
し
て
5

つ
の
柱
を
、
講
じ
よ
う
と
す
る
施
策

と
し
て
具
体
的
な
施
策
を
規
定
し
て

い
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
の
具
体
的
な
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
緊
急
性
、
必

要
性
な
ど
を
考
慮
し
、
適
時
選
択
し

実
施
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト

　

中
学
生
に
対
す
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

無
償
配
布
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

購
入
補
助
金
と
し
て
は
ど
う
か
。
強

制
的
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
配
る
の
で
は

な
く
、
市
民
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
選
べ

る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

◆
市
の
考
え
方

　

平
成
18
年
度
ま
で
は
、
ご
意
見
に

あ
っ
た
購
入
補
助
金
を
制
度
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
自
転

車
通
学
者
全
員
の
着
用
ま
で
は
至
っ

て
お
ら
ず
、
今
回
の
計
画
の
よ
う
に

す
べ
て
の
対
象
者
に
配
布
す
る
こ
と

と
し
、
着
用
率
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
登
下
校
時
の
安
全
確
保
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
】

車
の
ス
ピ
ー
ド
抑
制

　

車
道
に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
た
め

の
ハ
ン
プ
（
ス
リ
ッ
プ
止
め
の
よ
う

な
凹
凸
）
を
設
け
る
こ
と
で
、
接
触

事
故
の
防
止
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。

◆
市
の
考
え
方

　

車
道
に
ハ
ン
プ
な
ど
の
交
通
安
全

施
設
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
交
差
点

や
危
険
箇
所
へ
の
交
通
安
全
施
設
整

備
の
中
で
「
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
等
の
設
置
」
と
し
て
、
位

置
付
け
て
い
ま
す
。

【
既
記
載
】

歩
道
の
安
全

　

店
舗
の
入
口
と
は
別
の
場
所
か
ら

歩
道
に
入
り
、
歩
道
を
通
行
し
て
店

舗
に
入
っ
て
く
る
バ
イ
ク
が
い
る
。

歩
道
を
バ
イ
ク
が
走
行
で
き
な
い
よ

う
に
入
り
口
以
外
は
柵
を
設
け
る
よ

う
、
計
画
に
加
え
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
パ
ト
カ
ー
に
追
い
か
け
ら
れ

た
バ
イ
ク
が
歩
道
を
走
行
し
危
険
を

感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
市
の
考
え
方

　

バ
イ
ク
が
歩
道
を
走
る
こ
と
は
違

法
行
為
で
あ
る
た
め
、
注
意
標
識
を

設
置
す
る
と
と
も
に
所
轄
の
警
察
署

に
取
り
締
ま
り
を
要
請
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

車
道
の
幅

　

高
齢
者
や
子
ど
も
は
信
号
や
横
断

歩
道
を
渡
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、

車
道
の
幅
を
狭
め
、
人
が
車
道
を
渡

り
や
す
く
す
る
よ
う
に
計
画
へ
加
え

て
ほ
し
い
。
高
齢
者
や
子
ど
も
は
車

道
を
渡
る
の
に
時
間
が
か
か
り
危
険

な
の
で
車
道
の
幅
を
狭
く
し
、
安
心
・

安
全
を
高
め
て
は
ど
う
か
。

◆
市
の
考
え
方

　

道
路
整
備
は
基
本
的
に
歩
行
者
と

自
動
車
な
ど
を
分
離
す
る
こ
と
で
両

者
の
通
行
の
安
全
を
確
保
す
る
も
の

で
す
。
地
域
の
実
情
な
ど
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
整
備
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

ご
意
見
の
「
車
道
を
狭
め
る
」
整

備
方
法
は
車
両
の
ス
ピ
ー
ド
抑
制
を

目
的
と
す
る
場
合
な
ど
に
実
施
し
ま

す
が
、
横
断
歩
道
以
外
で
車
道
横
断

を
容
易
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

整
備
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

歩
行
者
な
ど
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
「
講
じ
よ
う
と
す
る
施
策
」
の

中
で
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安

全
意
識
の
醸
成
、
道
路
交
通
環
境
の

整
備
、
適
正
な
交
通
秩
序
の
維
持
を

交
通
安
全
対
策
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

　
「
児
童
生
徒
の
安
全
通
行
の
確
保
」

の
中
に
登
下
校
時
間
に
車
通
行
禁
止

の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を
設
け
る
こ
と

を
加
え
て
ほ
し
い
。

◆
市
の
考
え
方

　

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
指
定
に
つ
い

て
は
「
信
号
機
・
横
断
歩
道
の
設
置

な
ど
」
に
含
め
て
い
ま
す
が
、
具
体

的
に
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
指
定
を
関

係
機
関
に
要
望
す
る
こ
と
を
追
加
し

第8次

市交通安全計画の
パブリック・コメント検討結果を公表

ま
す
。

【
修
正
】

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点

　
「
人
に
優
し
い
信
号
機
の
整
備
」

に
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
の
増
加
・

新
設
を
追
加
し
て
ほ
し
い
。
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
交
差
点
は
車
と
歩
行
者
の
分

離
が
で
き
、
双
方
に
と
っ
て
安
心
、

安
全
が
増
す
と
考
え
ま
す
。

◆
市
の
考
え
方

　
「
信
号
機
・
横
断
歩
道
の
設
置
な

ど
」
の
中
に
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
の
設
置
も
含
め
て
い
ま
す
。

【
既
記
載
】

横
断
歩
道
の
照
明

　

横
断
歩
道
の
中
に
は
夜
間
、
人
や

自
転
車
の
横
断
が
車
か
ら
分
か
り
づ

ら
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

横
断
歩
道
を
照
ら
す
街
灯
を
つ
け
て

ほ
し
い
。

◆
市
の
考
え
方

　

道
路
照
明
な
ど
の
交
通
安
全
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
は
「
夜
間
事
故
防

止
対
策
の
促
進
」
と
し
て
位
置
付
け

て
い
ま
す
。

　

道
路
照
明
な
ど
を
整
備
す
る
際
は
、

緊
急
性
、
必
要
性
な
ど
を
考
慮
し
た

中
で
設
置
し
て
い
き
ま
す
。【

既
記
載
】

主
な
意
見
と
市
の
回
答

幹
線
市
道
の
右
折
レ
ー
ン

　

幹
線
市
道
の
整
備
に
、
な
ぜ
歩
道

の
拡
張
し
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

幹
線
市
道
の
中
に
は
右
折
レ
ー
ン
を

設
け
る
こ
と
で
渋
滞
が
減
る
箇
所
が

あ
り
ま
す
。「
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
」

を
追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
市
の
考
え
方

　

幹
線
市
道
の
整
備
に
右
折
レ
ー
ン

を
設
置
す
る
こ
と
は
「
道
路
の
新
設
・

改
築
等
に
よ
る
道
路
環
境
の
整
備
に

記
載
し
て
い
る
幹
線
市
道
の
拡
幅
歩

道
整
備
な
ど
と
し
て
、
歩
道
の
設
置

だ
け
で
は
な
く
、
道
路
の
拡
幅
や
右

折
レ
ー
ン
の
設
置
な
ど
も
含
め
て
計

画
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
が
、
具
体

的
に
交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て
も
明

記
し
ま
す
。

【
修
正
】

交
通
安
全
計
画
の
閲
覧

　

修
正
を
加
え
た
「
第
8
次
白
井
市

交
通
安
全
計
画
」
を
作
成
し
、
県
知

事
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
書
は
市
役
所
1
階
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
や
図
書
館
、
各
セ
ン

タ
ー
図
書
室
な
ど
へ
の
常
備
の
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

問　

交
通
防
災
課
交
通
防
災
班　

内

線
3
3
2
1

　市では第8次白井市交通安全計画（素案）を作成し、3月に皆さんからの意見を募
集しました。その結果10件の意見を頂き、それに対する市の考え方を取りまとめま
したので、その概要をお知らせします。

　今回頂いたご意見の中で、注意標識の設置
や道路照明などは市が独自で行うことが可能
です。
　道路改良（道幅の変更や右折レーンの設置）
については交通管理者（所轄警察署、県警本
部、公安委員会）の許可がなければ行うこと
ができず、スクールゾーン・スクランブル交
差点などは交通管理者のみが設置できるもの
です。
　このような状況から道路改良やスクール
ゾーンなどについては市民の要望などを踏ま
え、地域住民の理解の基、交通管理者と状況
に応じ、協議していきます。

市ができること、
できないこと

交差点をわたる子どもたち

右折レーンを設置する工事を行っている冨士地区の道路

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
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中
高
年
を
狙
う
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

　セブンイレブン白井第一
小学校前店が、6月16日を
もって粗大ごみ処理券の販
売を中止しました。

■問　環境課きれいなまちづ
くり班　内線3275

臨時職員（保育士）募集

郵
送
し
ま
す

郵
送
し
ま
す

平成２０年度職員採用試験
(初級職、保健師、作業療法士)

夏休みこども環境学習
温暖化について学ぼう

粗大ごみ処理券粗大ごみ処理券
取り扱い中止店取り扱い中止店

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

　

国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
の
被
保

険
者
証
の
有
効
期
限
は
7
月
31
日
㈭

で
す
。
8
月
1
日
㈮
か
ら
使
用
す
る

国
保
の
被
保
険
者
証
を
、
7
月
21
日

㈪
に
配
達
記
録
郵
便
で
郵
送
し
ま
す

（
一
部
を
除
く
）。

　

被
保
険
者
証
を
受
け
取
っ
た
ら
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
な
ど
、
記

載
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
、
世
帯

の
加
入
人
数
分
の
被
保
険
者
証
が
届

い
て
い
る
か
を
確
認
し
、
有
効
期
限

の
切
れ
た
被
保
険
者
証
は
8
月
1
日

㈮
以
降
に
保
険
年
金
課
か
各
セ
ン

タ
ー
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

70
歳
以
上
の
国
保
の
皆
さ
ん
へ

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
加
入
者
の

医
療
機
関
窓
口
で
の
負
担
割
合
は
1

割
の
人
と
3
割
の
人
が
い
ま
す
。
こ

の
負
担
割
合
は
毎
年
8
月
1
日
を
基

準
と
し
て
、
前
年
の
住
民
税
課
税
所

得
を
基
に
判
定
さ
れ
ま
す
。
負
担
割

合
は
被
保
険
者
証
の
右
下
に
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
の
有
効
期
限
は
7
月
31
日
㈭

で
す
。
8
月
1
日
㈮
以
降
も
引
き
続

き
必
要
な
人
は
、
現
在
お
持
ち
の
認

定
証
と
印
鑑
、
被
保
険
者
証
を
持
っ

て
保
険
年
金
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
の
手

続
き
を
忘
れ
ず
に

　

今
ま
で
入
っ
て
い
た
健
康
保
険
を

脱
退
し
た
と
き
や
新
た
に
社
会
保
険

な
ど
に
加
入
し
た
と
き
は
、
14
日
以

内
に
加
入
ま
た
は
脱
退
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
住
所
・
氏
名
・
世
帯
主

な
ど
が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど
も
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

勤
め
先
を
退
職
し
た
後
の
健
康
保

険
は
、
こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
健

康
保
険
に
継
続
し
て
加
入
す
る
方

法
（
任
意
継
続
）
と
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

任
意
継
続
の
手
続
き
は
期
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
勤
め
先
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

保
険
年
金
課
国
保
年
金
班

内
線
3
1
7
1
〜
3
へ

手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
連
携
イ
ベ
ン
ト

「
北
極
の
ナ
ヌ
ー
」
無
料
上
映
会

　

手
賀
沼
の
浄
化
や
流
域
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
的
に
、
白
井
市
を
含
む
手

賀
沼
流
域
の
市
村
な
ど
で
手
賀
沼
流

域
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
地
球

温
暖
化
を
問
い
か
け
る
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
「
北
極
の
ナ
ヌ
ー
」
を

上
映
し
ま
す
。

日
時　

8
月
30
日
㈯　

午
後
2
時

（
開
場
1
時
30
分
）

場
所　

印
西
市
文
化
ホ
ー
ル

対
象　

小
学
生
以
上　

4
8
0
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

入
場
料　

無
料

申　

8
月
5
日
㈫
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
住
所
・
応
募
者

全
員
の
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
〒
2
7
0
―
1
3
2
7
、
印
西

市
大
森
2
6
4
6
―
1
2　

印
西
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
内
「
北
総
エ

コ
の
木
の
会
」
へ

問　

市
環
境
課
環
境
保
全
班  

内
線

3
2
7
7

雇
用
で
き
な
い
外
国
人
を

雇
う
こ
と
は
犯
罪
で
す

　

雇
用
で
き
な
い
外
国
人
を
働
か
せ

た
場
合
や
職
を
あ
っ
せ
ん
し
た
場
合

は
、
不
法
就
労
助
長
罪
（
3
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
3
0
0
万
円
以
下
の

罰
金
）
と
し
て
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
外

国
人
を
雇
用
す
る
場
合
は
パ
ス
ポ
ー

ト
や
外
国
人
登
録
証
明
書
で
在
留
資

格
お
よ
び
在
留
期
間
を
よ
く
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

雇
用
で
き
な
い
外
国
人　

不
法
入
国

者
、
不
法
上
陸
者
、
不
法
残
留
者
、

資
格
外
活
動
許
可
書
が
な
く
在
留
資

格
が
、
短
期
滞
在
・
文
化
活
動
・
留

学
・
研
修
・
家
族
滞
在
の
外
国
人

問　

印
西
警
察
☎
0
4
7
6
（
4
2
）

0
1
1
0

　市では平成21年4月1日付けで採
用する職員の採用試験を実施しま
す。第1次試験は平成20年度印旛郡
市職員採用共同試験により行いま
す。募集に関する詳細は市総務課
で配布する試験案内またはホーム
ページでご覧ください。
試験日　9月21日㈰
試験場所　佐倉中学校（佐倉市）
【一般行政職（初級）】
対象　昭和62年4月2日から平成3年4月1日までに生まれた人
若干名
【保健師】
対象　昭和55年4月2日から昭和63年4月1日までに生まれた
人で、保健師の資格を持つ人（平成21年春季までに資格取得
見込みを含む）　若干名
【作業療法士】
対象　昭和48年4月2日から昭和63年4月1日までに生まれた
人で、作業療法士の資格を持つ人（平成21年春季までに資格
取得見込みを含む）若干名
■申・■問　8月4日㈪から15日㈮（消印有効）に申込書（総務
課にあります）に必要事項を記入の上、総務課人事班　内線
3314・5へ

　市では保育園に勤務する臨時職員を募集します。
【保育士】
対象　保育士資格を持つ人　若干名
勤務地　清水口保育園・南山保育園
勤務期間　～平成21年3月31日㈫
勤務時間　午前8時30分～午後5時30分
【障害児担当保育士】
対象　保育士資格を持つ人　1人
勤務地　清水口保育園
勤務期間　対象児童の在園により変わります
勤務時間　午前9時～午後1時、午後0時30分～ 4時30分
【共通事項】
時給　1,020円（別途交通費あり）
選考方法　書類審査および個別面接
※募集要項は総務課人事班・市ホームページにあります。
■申・■問　履歴書・登録申込書（総務課にあります）に必要事
項を記入の上、保育士登録証明書の写しを添えて総務課人事
班　内線3314・5へ

　「銚子地方気象台」は
千葉県唯一の気象台です。
この銚子地方気象台に行
き、設備を見学しながら
気象庁の仕事、天気・気
温の予測方法、気象と温
暖化の関係、銚子に気象
台がある理由を学習しましょう。また温暖化を防
ぐために皆さんがどのような行動をとることがで
きるのか、一緒に考えましょう。
　銚子気象台見学後、銚子市内のしょうゆ工場も
見学します。
日時　8月6日㈬　午前8時20分～午後4時30分
集合場所　市役所玄関前　
対象　子ども　15人（申し込み順）
※小学校低学年生は保護者同伴。
参加費　子ども500円、大人1,000円　（資料代・
保険代含む）
持ち物　昼食、飲み物、筆記用具、帽子
■問　白井環境ネットワークの会　秋井☎（492）
1567
■申　環境課環境保全班　内線3276へ

Q　

街
中
で
突
然
「
健
康
に
つ
い
て

不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」「
メ
タ
ボ

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）

は
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
」「
簡
単
な

検
査
で
あ
な
た
の
血
液
の
状
態
が
わ

か
り
ま
す
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
。

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
だ
と
思
い
、
話

し
を
聞
か
ず
そ
の
場
を
離
れ
た
。

　

今
ま
で
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
に
遭

う
の
は
若
い
人
だ
け
だ
と
思
っ
て
い

た
が
、
最
近
は
変
わ
っ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。

（
50
代
男
性
会
社
員
）

A　

こ
れ
ま
で
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

の
被
害
に
遭
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が

20
歳
代
の
若
者
で
し
た
が
最
近
は
中

高
年
者
の
被
害
も
増
え
て
い
ま
す
。

自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
つ
人
が
増

え
た
こ
と
や
、
40
歳
以
上
が
対
象
と

な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
特
定
健
康

診
査
が
4
月
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
な

ど
で
、
中
高
年
者
が
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー

ル
ス
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

　

相
談
者
の
よ
う
に
帰
宅
途
中
や
買

い
物
で
街
中
に
行
っ
た
と
き
に
声
を

掛
け
ら
れ
、
興
味
を
持
っ
た
よ
う
な

返
事
を
す
る
と
店
に
連
れ
て
行
か
れ

ま
す
。
そ
こ
で
簡
単
な
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
結
果
を

パ
ソ
コ
ン
画
面
で
見
な
が
ら
「
血
液

が
ド
ロ
ド
ロ
、
内
臓
に
脂
肪
が
た

ま
っ
て
い
る
」
な
ど
と
不
安
を
あ
お

り
ま
す
。
そ
し
て
改
善
す
る
た
め
に

は
と
、
高
額
な
健
康
食
品
や
健
康
器

具
を
契
約
さ
せ
る
手
口
で
す
。
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
キ
ャ
ッ
チ

セ
ー
ル
ス
と
感
じ
た
ら
、
事
例
の
よ

う
に
話
を
聞
か
ず
立
ち
去
る
こ
と
で

す
。
万
が
一
契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
、

契
約
日
を
含
め
て
8
日
以
内
に
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知
は
が
き
を
配

達
記
録
で
出
し
ま
し
ょ
う
。
ク
ー
リ

ン
グ
･
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
い
て
も

あ
き
ら
め
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

消
費
生
活
相
談
室　

内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

市
役
所
2
階

相
談
室
）

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
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あ
な
た
を
支
え
る
介
護
保
険

あ
な
た
を
支
え
る
介
護
保
険

〜〜
6565
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ
〜

歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ
〜

　市では地域における市民の触れ合いと
連携を図るため、自治会が自主的に行う
夏祭りなどのコミュニティ活動に対して、
補助金を交付し支援をしています。
補助対象事業
　自治会が行う夏祭り、スポーツ大会、
クリスマス会などのコミュニティ活動（年
間１事業）
補助対象経費
　補助対象事業を実施する要する経費か
ら補助対象事業の実施に伴う収入額を
差し引いた額。ただし会員に対する報酬、
謝礼など、補助対象外経費があります。
補助金額
  補助対象経費の２分の１で、限度額は
次のとおりです。
○自治会の会員世帯数（4月1日現在）が
200世帯以下の団体　4万円
○自治会の会員世帯数（4月1日現在）が
200世帯を超える団体　会員世帯数に200
円を乗じた額
■問　市民参加推進課市民参加推進班　内
線3151・2

地区コミュニティ活動補助金地区コミュニティ活動補助金

夏夏 祭祭 りり 情情 報報
～ふれあいと連携を深める夏祭り～～ふれあいと連携を深める夏祭り～
　夏祭りは地域に住んでいる皆さんにより運営されます。皆さんの創意工夫
と努力で地域のコミュニティが築かれています。

夏祭り日程表
月 日 名称 場所 問い合わせ 雨天対応

7

19日㈯

桜苑弐番街夏祭り・納涼大
会

桜苑弐番街団地中庭及び集
会所

管理事務所☎（491）6028 決行

冨士東夏祭り盆踊り大会
アルビオン球場（関東第一
高等学校グランド隣）

正木☎（443）9255 20日㈰に延期

第28回大山夏祭り 大山口1丁目大山児童公園 磯野☎（491）4350 20日㈰に延期
20日㈰ 第13回臥龍祭 桜台4番街集会所前広場 名越☎（491）6408 決行

26日㈯
七次台３丁目・野口自治会
合同夏祭り

野口台児童公園 松井☎（491）5061
七次台3丁目東集
会所

26日㈯・
27日㈰

第34回栄区夏祭り盆踊り
大会

冨士栄八幡神社開拓広場 加藤☎（444）6771

26日㈯の場合は
27日㈰のみ、両
日の場合は28㈪
に延期

8

2日㈯

七次台自治会地域親睦納涼
大会

七次台児童公園 竹内☎（492）2128 七次台会館

清水口地区夏祭り納涼大会 七次第一公園芝生広場 阿部☎（491）3662 雨天中止
第35回夏祭り盆踊り大会 大松児童公園 松下☎（491）1195 3日㈰に延期

冨士地区合同夏祭り 冨士中学校予定地 柴田☎（445）9401
3日㈰に延期
※小雨決行

2日㈯・
3日㈰

第27回白井駅前地区合同
夏祭り

白井駅前 横田☎（491）3929
雨天当日のみ中
止

8日㈮
白井工業団地自治会夏祭り
盆踊り大会

公民センター駐車場 丹野☎（497）0829 公民センター内

23日㈯

大山口2丁目町会夏まつり 大山口小学校運動場 管理事務所☎（491）9743
大山口小学校体
育館

コープシティ桜台夏祭り コープシティ管理棟周辺 浜野☎（491）7684 小雨決行
白井夏祭り納涼盆踊り大会 白井第一小学校運動場 文化課☎（492）1123 24日㈰に延期
グランピア西白井夏祭り グランピア西白井団地 児玉☎（491）8504 決行

30日㈯
桜苑壱番街祭り 桜苑壱番街センターコート 中島☎（491）6323 決行
大山口1丁目東サマーフェ
スティバル

中木戸公園グラウンド 高橋☎（409）5231

　この夏の印西温水センターは誰でも楽
しめる夏休み限定の水泳教室やイベント
を用意しています。
各種教室
◦着衣水泳教室
◦短期幼児水泳教室
◦短期ジュニア水泳教室
◦キッズ空手教室
◦女性限定 スイ美ング教室
◦アダルト水泳教室（初・中級コース）
イベント
◦カラオケ大会（8月開催の出場者募集中）
◦カラオケ無料サービスデー　
◦お手軽ネイルアート
◦トールペイント体験
◦キッズポイントカード
■問　印西温水センター☎0476（47）1661・
 http://www.inzai-oc.ne.jp

印西温水センター夏休み教室印西温水センター夏休み教室

第１号被保険者（６５歳以上）の介護保険料

区分 所得などの状況 基準額（45,600円）
×調整率

保険料
（年額）

第1段階 生活保護受給者または老齢福祉年金
受給者で、市民税非課税世帯 基準額×0.45 20,500円

第2段階
世帯全員が市民税非課税で、本人の
合計所得金額と課税年金収入額の合
計が80万円以下

基準額×0.55 25,100円

第3段階 世帯全員が市民税非課税で、第２段
階以外 基準額×0.65 29,600円

第4段階
（基準額）

本人が市民税非課税で、世帯の中に
市民税課税者がいる 基準額×1.00 45,600円

第1･2段階からの激
変緩和措置対象者 基準額×0.83 37,800円

第3段階からの激変
緩和措置対象者 基準額×0.91 41,500円

第5段階

本人が市民税課税で、合計所得金額
が200万円未満 基準額×1.25 57,000円

第1･2段階からの激
変緩和措置対象者 基準額×1.00 45,600円

第3段階からの激変
緩和措置対象者 基準額×1.08 49,200円

第4段階からの激変
緩和措置対象者 基準額×1.16 52,900円

第6段階 本人が市民税課税で、合計所得金額
が200万円以上800万円未満 基準額×1.5 68,400円

第7段階 本人が市民税課税で、合計所得金額
が800万円以上 基準額×1.6 73,000円

※激変緩和措置とは平成18年度から65歳以上で合計所得が125万円以下の人に
対する市民税非課税措置が廃止されたことにより、それまで市民税非課税の人
が課税となり、保険料段階があがる人の急激な負担増を避けるための措置です。

　

介
護
保
険
は
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
つ
く

ら
れ
た
相
互
扶
助
の
制
度
で
、
40
歳

以
上
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
保

険
で
す
。
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と

き
に
介
護
の
不
安
や
経
済
的
な
負
担

を
社
会
全
体
で
連
帯
し
て
支
え
合
い

ま
す
。

介
護
保
険
料
納
付
方
法

　

65
歳
以
上
の
人
は
受
給
し
て
い
る

年
金
の
額
な
ど
に
よ
っ
て
納
付
方
法

が
異
な
り
ま
す
。

　

第
1
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料

は
65
歳
に
な
る
誕
生
日
の
前
日
が
属

す
る
月
分
か
ら
納
め
ま
す
。
保
険
料

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

介
護
保
険
料
は
原
則
と
し
て
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
が
、
受
給
し

て
い
る
年
金
の
額
な
ど
に
よ
っ
て
納

付
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

◆
特
別
徴
収

  

年
金
の
定
期
支
払
い
の
際
に
あ
ら

か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま
す
。

対
象　

老
齢
・
退
職
・
障
害
・
遺
族

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
人

仮
徴
収
月　

4
月
、
6
月
、
8
月

※
今
年
度
の
保
険
料
額
が
確
定
し
て

い
な
い
た
め
、
仮
に
算
定
さ
れ
た
保

険
料
額
を
納
め
ま
す
。

本
徴
収
月　

10
月
、
12
月
、
2
月

※
確
定
し
た
年
間
保
険
料
額
か
ら
仮

徴
収
分
を
差
し
引
い
た
額
を
3
回
に

分
け
て
納
め
ま
す
。

◆
普
通
徴
収

　

市
が
郵
送
す
る
納
付
書
で
市
役

所
・
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
付
し
ま
す
。

対
象　

次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
で
②
③
④
に
該
当
す
る

人
は
特
別
徴
収
に
切
り
替
わ
る
ま
で

の
期
間

①
老
齢
・
退
職
・
障
害
・
遺
族
年
金

が
年
額
18
万
円
未
満
の
人

②
年
度
の
途
中
で
65
歳
（
第
1
号
被

保
険
者
）
に
な
っ
た
人

③
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
人

④
年
度
の
途
中
で
保
険
料
段
階
区
分

が
変
更
に
な
っ
た
人

納
期　

第
1
期　

7
月
1
日
〜
31
日

第
2
期　

8
月
1
日
〜
9
月
1
日

第
3
期　

9
月
1
日
〜
30
日

第
4
期　

10
月
1
日
〜
31
日

第
5
期　

11
月
1
日
〜
12
月
1
日

第
6
期　

12
月
1
日
〜
25
日

第
7
期　

1
月
1
日
〜
2
月
2
日

第
8
期　

2
月
1
日
〜
3
月
2
日

滞
納
し
て
い
る
と

　

特
別
な
理
由
も
な
く
保
険
料
を
滞

納
す
る
と
、
滞
納
し
て
い
た
期
間
に

応
じ
て
保
険
給
付
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
、
介

護
保
険
制
度
の
健
全
な
運
営
の
た
め

に
、
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま

し
ょ
う
。

納
付
相
談
は
お
早
め
に

　

災
害
や
特
別
な
事
情
な
ど
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
に
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
分
割
納
付
な

ど
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
納
付
方
法
に
つ
い
て
早
め
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班　

内
線　

5
3
3
3
〜
5

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

夏
の
夜
空
を
楽
し
も
う

　

文
化
セ
ン
タ
ー
の
3
階
に
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
で

は
通
常
の
投
映
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

新
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
で

投
映
開
始

　

7
月
19
日
㈯
か
ら
の
新
番
組
で
は

新
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
に
よ
る
投
映
が

始
ま
り
ま
す
。
月
や
惑
星
が
ド
ー
ム

ス
ク
リ
ー
ン
い
っ
ぱ
い
に
映
し
出
さ

れ
る
、
迫
力
の
あ
る
映
像
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
投
映

　

夏
休
み
期
間
は
投
映
回
数
を
増
や

し
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

夏
休
み
投
映
期
間　

7
月
19
日
㈯
〜

8
月
31
日
㈰
（
水
〜
日
曜
日
）

内
容
（
時
間
）　

ロ
イ
君
ア
ワ
ー　

や
じ
る
し
く
ん
の
い
た
ず
ら
・
な
つ

（
午
前
11
時
〜
）、
一
般
投
映　

み
み

ず
く
探
査
機
ほ
う
ほ
う
の
旅
（
午
後

2
時
〜
）、
一
般
投
映　

宇
宙
は
じ

ま
り
の
物
語
（
午
後
3
時
30
分
〜
）

観
覧
料　

市
内　

大
人
2
1
0
円
・

子
ど
も
1
0
0
円
、
市
外　

大
人
3

1
0
円
・
子
ど
も
1
5
0
円

子
ど
も
向
け
星
空
ラ
イ

ブ
コ
ン
サ
ー
ト

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
ド
ー
ム
で
歌

と
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
行
い
ま
す
。

星
空
の
お
話
も
あ
り
、
家
族
で
楽
し

め
ま
す
。

日
時　

7
月
27
日
㈰　

午
前
11
時

〜
・
午
後
2
時
〜
（
各
回
約
50
分
）

場
所　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
ド
ー
ム

演
奏
者　

ハ
ッ
ピ
ー
メ
ロ
デ
ィ
ー

対
象　

幼
児
〜　

86
人
（
先
着
順
）

観
覧
料　

市
内　

大
人
2
1
0
円
・

子
ど
も
1
0
0
円
、
市
外　

大
人
3

1
0
円
・
子
ど
も
1
5
0
円

※
券
売
は
2
公
演
共
に
当
日
午
前
10

時
か
ら
行
い
ま
す
。

家
に
眠
っ
て
い
る
望
遠

鏡
を
使
い
こ
な
そ
う

　

望
遠
鏡
の
使
い
方
を
覚
え
ま
せ
ん

か
。
押
し
入
れ
に
眠
っ
て
い
る
望
遠

鏡
を
目
覚
め
さ
せ
、
星
空
散
歩
の

◆
食
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

食
育
は
生
活
や
健
康
の
基
本
で
あ

る
食
生
活
に
お
い
て
、
食
べ
物
の
バ

ラ
ン
ス
・
食
品
の
選
び
方
・
食
卓
、

食
器
と
い
っ
た
食
環
境
を
整
え
る
方

法
や
食
に
関
す
る
文
化
な
ど
を
広
い

視
野
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
の
食
育
に
つ
い
て
楽
し
く
ゲ
ー
ム

を
し
な
が
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

午
後
は
元
少
子
化
・
男
女
共
同
参

画
・
食
育
担
当
大
臣
の
猪
口
邦
子
代

議
士
が
食
育
に
つ
い
て
の
講
演
を
行

い
ま
す
。

日
時　

8
月
2
日
㈯　

午
前
10
時
〜

午
後
2
時　

場
所　

西
白
井
複
合
セ

ン
タ
ー　

対
象　

小
学
生
以
上　

2

0
0
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

参
加
費　

1
人
5
0
0
円
（
弁
当
・

食
育
読
本
代
な
ど
）

問　

市
婦
人
会　

高
山
☎
（
4
9
1
）

3
9
5
8

◆
親
子
で
楽
し
も
う　

鏡
の
不
思
議

　

子
ど
も
ゆ
め
基
金
（
独
立
行
政
法

人
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
）
の

助
成
金
を
受
け
、
夏
休
み
科
学
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
鏡
を
使
っ
た
遊
び

や
実
際
に
物
づ
く
り
を
体
験
し
よ
う
。

日
程　

A
8
月
26
日
㈫
、
B
8
月
27

日
㈬
、
C
8
月
28
日
㈭　

時
間　

午

前
10
時
〜
正
午　

対
象　

A
6
歳
〜

小
学
1
・
2
年
生
と
そ
の
保
護
者
、

B
小
学
3
・
4
年
生
と
そ
の
保
護
者

各
30
組
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）　

C
A
・
B
の
参
加
者
（
反
省
会
・

自
由
参
加
）　

参
加
費　

無
料

※
保
護
者
は
A
B
共
に
各
1
人
と
し
、

A
に
つ
い
て
は
必
ず
同
伴
。

申　

8
月
4
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
「
夏
休
み
科
学
教

室
」・
希
望
す
る
曜
日
・
参
加
者
全

員
の
氏
名
・
子
ど
も
の
年
齢
・
住
所

を
記
入
の
上
、
〒
2
7
0
―
1
3
8

2
、
印
西
市
武
西
学
園
台
2
―
1
2

0
0　

東
京
電
機
大
学
「
夏
休
み
科

学
教
室
」
担
当　

工
学
部
曽
江
へ

問　

東
京
電
機
大
学
千
葉
キ
ャ
ン
パ

ス
情
報
環
境
学
部
☎
0
4
7
6
（
4

6
）
4
1
1
1

◆
夏
休
み　

親
子
の
観
察
会

　

千
葉
県
自
然
観
察
協
議
会
・
東
葛

し
ぜ
ん
観
察
会
合
同
で
親
子
の
観
察

会
を
行
い
ま
す
。
専
門
家
の
解
説
を

聞
き
な
が
ら
、
夜
の
森
で
、
セ
ミ
の

誕
生
（
羽
化
）
や
ク
ロ
マ
ド
ボ
タ
ル

の
発
光
を
観
察
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

8
月
2
日
㈯　

午
後
6
時
30

分
集
合
（
少
雨
決
行
）　

集
合
場
所

県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
の
前

（
柏
市
）　

観
察
場
所　

手
賀
の
丘

公
園
内　

対
象　

一
般　

50
人
（
申

し
込
み
順
）　

持
ち
物　

懐
中
電
灯
、

軍
手
、
雨
具
、
飲
み
物　

参
加
費　

1
人
1
0
0
円
（
保
険
料
と
し
て
）

申
・
問　

新
堀
☎
（
4
9
7
）
1
3

1
7

◆
目
の
見
え
な
い
人
・
見
え
に
く
い

人
の
た
め
の
特
別
講
演
会

　

疾
病
や
事
故
な
ど
に
よ
り
目
が
見

え
な
く
な
っ
た
人
や
、
見
え
に
く
く

な
っ
た
人
を
対
象
に
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　

7
月
20
日
㈰　

午
後
0
時
30

分
〜
3
時
（
受
付　

正
午
〜
）

場
所　

船
橋
中
央
公
民
館　

対
象　

疾
病
や
事
故
な
ど
に
よ
り
目
が
見
え

な
く
な
っ
た
人
や
、
見
え
に
く
く

な
っ
た
人
（
自
由
参
加
）　

内
容

「
千
葉
県
内
の
目
の
見
え
な
い
方
・

見
え
に
く
い
方
の
初
期
相
談
及
び
リ

ハ
ビ
リ
の
現
状
と
課
題
」
「
各
市
町

村
の
視
覚
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
現

状
に
つ
い
て
」　

視
覚
障
害
者
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
ち
ば　

高
梨
憲
司
所

長　
「
視
覚
障
害
者
の
職
業
リ
ハ
ビ

リ
の
現
状
と
就
労
問
題
」
千
葉
県
中

途
視
覚
障
害
者
連
絡
会　

工
藤
正
一

副
会
長　

参
加
費　

無
料

問　

千
葉
県
中
途
視
覚
障
害
者
連

絡
会
事
務
局
（「
社
会
福
祉
法
人

あ
か
ね
」
内
）　

金
子
☎
0
4
7

（
3
3
6
）
5
1
1
2

夏休み投映はこのような内容です
ロイ君アワー　
やじるしくんのいたずら・なつ（ロイ君アワー）
　いたずら好きのやじるしくんが夜空いっぱいにいたずら書き。やじるしく
んが描いたロケットで宇宙を旅します。

みみずく探査機　ほうほうの旅（一般投映）

〒270―1422、白井市復1148―8　白井市プラネタリウム館☎（492）1125

もうすぐパパママクラス（平日コース）日程表
課名 日程 時間 内容
１課 8月5日㈫ 13：30 ～ 16：00 妊娠中の生活・妊婦体操
２課 8月8日㈮ 10：00 ～ 13：00 妊娠期からの食生活（調理実習）
３課 8月22日㈮ 13：30 ～ 16：00 お産の経過と呼吸法、妊娠中の歯の保健
４課 8月26日㈫ 13：30 ～ 15：00 マタニティコンサート＋α

５課 8月29日㈮ 13：30 ～ 16：00
赤ちゃんのお風呂の入れ方
先輩ママ＆赤ちゃんとの交流
（赤ちゃん同窓会）

※妊婦体験ジャケットの試着は随時行います。

も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
ク

ラ
ス
（
平
日
コ
ー
ス
）

　

出
産
や
育
児
に
つ
い
て
学
び
な
が

ら
、
マ
マ
友
達
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
時
間
・
内
容　

下
表
の
と
お

り　

出
産
や
育
児
に
つ
い
て
学
び
な

が
ら
、
マ
マ
友
達
づ
く
り
を
し
ま
せ

ん
か
。

日
程
・
時
間
・
内
容　

下
表
の
と
お

り※
5
課
（
8
月
29
日
）
の
赤
ち
ゃ
ん

同
窓
会
の
対
象
は
、
平
成
20
年
2
月

に
「
も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス
」

に
参
加
し
た
人
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
午
後
2
時
30
分
ま
で
に
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
4
課
（
8
月
26
日
）
は
文
化
セ
ン

タ
ー
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
で
す
。

対
象　

お
お
む
ね
妊
娠
6
〜
9
カ
月

ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族
24
人
（
申

し
込
み
順
）

※
経
産
婦
さ
ん
も
参
加
で
き
ま
す
。

保
育　

あ
り

※
保
育
を
希
望
す
る
人
は
申
し
込
み

時
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

2
0
0
円
（
調
理
実
習
材

料
費
）

パ
ー
ト
ナ
ー
に
復
活
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

日
時　

8
月
2
日
㈯　

午
後
6
時
〜

7
時
30
分

場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室
（
図

書
館
棟
2
階
）、
屋
上

対
象　

家
に
あ
る
望
遠
鏡
を
使
お
う
、

使
い
こ
な
そ
う
と
思
っ
て
い
る
人
ま

た
は
家
族　

10
組
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

申　

7
月
27
日
㈰
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
代
表
者
の
住
所
、
名

前
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
郵
便
番
号
・

参
加
人
数
と
望
遠
鏡
の
製
造
会
社
・

型
番
を
記
入
の
上
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
館
へ

※
直
接
申
し
込
む
場
合
は
未
記
入
の

は
が
き
を
持
参
の
上
、
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
館
へ
。

親
子
天
文
教
室

〜
望
遠
鏡
を
作
ろ
う
〜

　

自
分
た
ち
で
作
っ
た
望
遠
鏡
で
月

や
木
星
を
観
察
し
ま
す
。

日
時　

8
月
9
日
㈯　

午
後
4
時
〜

6
時

※
8
月
2
日
㈯
の
午
前
10
時
か
ら
行

う
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
製
作

す
る
望
遠
鏡
の
説
明
や
夏
の
星
空
の

解
説
を
行
い
ま
す
の
で
必
ず
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室
・
屋

上

対
象　

小
学
4
〜
6
年
生
と
そ
の
保

護
者　

20
組
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

※
製
作
は
児
童
の
み
。

参
加
費　

2
、
7
5
0
円
ま
た
は
3
、

7
0
0
円
（
材
料
費
）

※
作
製
を
希
望
す
る
望
遠
鏡
に
よ
り

参
加
費
が
異
な
り
ま
す
。

申　

7
月
27
日
㈰
ま
で
に
往
復
は
が

き
に
住
所
・
電
話
番
号
・
保
護
者
と

児
童
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
小
学

校
名
・
学
年
を
記
入
の
上
、
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
館
へ

※
直
接
申
し
込
む
場
合
は
未
記
入
の

は
が
き
を
持
参
の
上
、
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
館
へ
。

　主人公の家族は、みみずく型ロボット。最近、宇宙について興味を持ち始めた息子、光太郎の疑
問に答えるために、父親のほうほうは、木星に向かって長い長い旅に出かけます。
宇宙はじまりの物語（一般投映）
　私たちは世代をどこまでもさかのぼると、小さな｢粒｣にたどり着きます。その｢粒｣は宇宙空間で
様々に変化しながら、現在、地球や私たちのからだをつくっています。その｢粒｣はいつからこの宇
宙にあるのでしょうか。時間さかのぼりツアーに出かけましょう。
※ロイ君アワー・一般投映共に今夜の星空生解説があります。

持
ち
物　

母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

※
エ
プ
ロ
ン
や
体
操
の
で
き
る
服
装

を
必
要
な
日
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問　

7
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話

か
直
接
健
康
課
母
子
保
健
班
（
4
9

7
）
3
4
9
5
へ

家族で楽しめる小学校低学年以下の子ども向け投映です。

夏休み中は小学生にも楽しめる番組を投映しています。 一 般 投 映
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古
き
を
温
め
新
し
き
を
知
る

　

江
戸
時
代
、
市
域
周
辺
に
は
小こ

金が
ね
ま
き
牧
と
い
う
幕
府
が
設
置
し
た
馬

の
放
牧
場
が
広
が
っ
て
お
り
、
現

地
管
理
に
当
た
っ
た
牧も
く
し士
に
関

係
す
る
資
料
が
県
指
定
文
化
財
で

あ
る
な
ど
、
市
の
歴
史
が
馬
と
深

い
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
こ
れ
ま

で
も
触
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

こ
の
う
ち
土
地
と
結
び
つ
い
た
文

化
財
で
あ
る
野
馬
除
土
手
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

野
馬
除
土
手
は
馬
が
牧
の
外
へ

逃
げ
て
し
ま
う
こ
と
を
防
止
す
る

た
め
や
牧
内
部
の
仕
切
り
を
目
的

に
築
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
土

手
の
総
延
長
は
か
な
り
の
長
さ
で
、

崩
れ
た
際
の
補
修
は
周
辺
の
農
民

が
当
た
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
明
治
時
代
に
な
っ
て

牧
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
そ
の
多
く

は
開
墾
な
ど
に
よ
っ
て
徐
々
に
崩

さ
れ
、
消
滅
し
て
い
き
ま
す
。
市

内
の
野
馬
除
土
手
も
同
様
で
、
ご

く
僅
か
が
残
る
だ
け
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
市
で
は
こ

の
土
手
を
牧
の
面
影
を
残
す
重
要

な
遺
跡
と
し
て
市
の
史
跡
に
指
定

し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
程
度
の
高
さ

の
土
手
で
馬
が
逃
げ
出
さ
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
人
間
が
騎
乗

す
る
馬
と
い
え
ば
テ
レ
ビ
の
時
代

劇
に
も
登
場
す
る
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド

を
思
い
浮
か
べ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

日
本
の
在
来
馬
は
長
野
県
の
木き
そ曽

馬う
ま
や
宮
崎
県
の
都と
い
み
さ
き

井
岬
の
野
生
馬

の
よ
う
に
小
型
で
、
体
高
が
４
尺

（
約
1
・
2
㍍
）
を
規
準
と
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
十
分
対
応

で
き
る
高
さ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

当
時
の
馬
の
大
き
さ
は
、
鎌
ケ
谷

市
の
貝

か
い
が
ら
や
ま

柄
山
公
園
に
あ
る
、
史

料
を
も
と
に
復
元
さ
れ
た
馬
の
ブ

ロ
ン
ズ
像
（
体
高
1
・
39
㍍
）
が

参
考
に
な
り
ま
す
。

　

牧
関
連
の
施
設
は
鎌
ケ
谷
市
に

国
指
定
史
跡
と
な
っ
た
捕と

っ
こ
め込

（
馬

を
捕
獲
す
る
施
設
）
が
あ
る
ほ
か
、

印
西
市
泉い
ず
み
し
ん
で
ん

新
田
に
あ
る
野の
ま
ほ
り

馬
堀

も
市
指
定
史
跡
で
あ
り
、
近
隣
自

治
体
で
も
重
要
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
、
保
護
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
。

問　

郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
市
指
定
史
跡 

中
野
牧
野
馬
除
土
手

　

冨
士
地
区
に
あ
る
冨
士
西
子
ど
も
の
遊
び
場
と
隣
接
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン

の
敷
地
内
に
は
、
高
さ
約
1
・
5
㍍
、
幅
約
6
・
5
㍍
、
長
さ
約
60
㍍
の

規
模
を
持
つ
土
手
が
あ
り
ま
す
。
実
は
こ
の
土
手
は
江
戸
時
代
に
築
か
れ

た
、
中な

か
の
ま
き
の
ま
よ
け
ど
て

野
牧
野
馬
除
土
手
と
い
う
市
指
定
史
跡
で
す
。

貝塚山公園のブロンズ像

中野牧野馬除土手

水遊び日程
場所 日程 時間

中
7月23日 ㈬・24日 ㈭、8月4日
㈪～ 8日㈮・27日㈬～ 29日㈮

午前10時～正午

複 7月29日㈫・8月6日㈬ 午 前10時30分 ～
11時30分冨 7月29日㈫～ 8月1日㈮

※天候により中止になる場合があります。

プール開放

　

講
演
や
事
例
提
案
、
印
旛
管
内
社

会
教
育
功
労
者
表
彰
を
行
い
ま
す
。

日
時　

8
月
2
日
㈯　

午
後
1
時
30

分
〜

場
所　

四
街
道
市
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）

講
演　

い
の
ち
〜
い
ち
ば
ん
大
切
な

も
の
〜
（
講
師　

相
田
み
つ
を
美
術

館　

相
田
一
人
館
長
）

◆
お
は
な
し
だ
い
す
き

　

サ
ー
ク
ル「
お
は
な
し
だ
い
す
き
」

が
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
2
火
曜
日　

午
前
11

時
〜
11
時
30
分　

場
所　

西
白
井
複

合
セ
ン
タ
ー　

対
象　

乳
幼
児
〜

（
自
由
参
加
）

問　

國
島
☎
（
4
9
7
）
0
3
4
0

◆
親
子
で
あ
そ
ぼ
う

　

サ
ー
ク
ル
「
な
ご
み
」
に
よ
る
親

子
遊
び
で
す
。

日
時　

毎
月
第
3
火
曜
日　

午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分　

場
所　

西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー　

対
象　

市
内
在

住
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
（
自
由
参

加
）

問　

近
藤
☎
（
4
9
2
）
1
6
5
0

◆
自
衛
官
男
子
2
等
陸
海
空
士
・
予

備
自
衛
官
補
募
集

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人　

2
等

陸
海
空
士　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

健
康
な
男
子　

予
備
自
衛
官
補　

一

般　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
健
康
な

人　

技
能　

国
家
免
許
資
格
な
ど
を

有
す
る
18
歳
以
上
55
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　

○
2
等
陸
海
空
士　

年

間
を
通
じ
て
随
時
受
付　

○
予
備
自

衛
官
補　

7
月
22
日
㈫
〜
10
月
10
日

㈮　

試
験
期
日　

○
2
等
陸
海
空
士

受
付
時
に
お
知
ら
せ　

○
予
備
自
衛

官
補　

10
月
18
日
㈯
〜
20
日
㈪

※
い
ず
れ
か
1
日
が
指
定
さ
れ
ま
す
。

申
・
問　

自
衛
隊
柏
募
集
案
内
所
☎

0
4
（
7
1
6
3
）
6
8
8
4
へ

◆
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

　

消
防
法
に
基
づ
き
特
定
防
火
対
象

物
（
飲
食
店
や
店
舗
な
ど
不
特
定
多

数
の
人
が
出
入
り
す
る
防
火
対
象

物
で
収
容
人
員
が
30
人
以
上
の
も
の
）

と
非
特
定
防
火
対
象
物
（
特
定
防
火

対
象
物
以
外
の
防
火
対
象
物
で
収
容

人
員
が
50
人
以
上
の
も
の
）
は
防
火

管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

防
火
管
理
を
行
う
た
め
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

8
月
28
日
㈭
・
29
日
㈮　

午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時　

場
所　

印
西
市
文
化
ホ
ー
ル　

対
象　

一
般

1
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）　

受
講

料　

4
、0
0
0
円
（
教
本
、
資
料

代
な
ど
を
含
む
）　

申
・
問　

7
月
28
日
㈪
か
ら
8
月
1

日
㈮
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
に

受
講
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

予
防
課
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
9
9

7
1
へ

※
受
講
申
請
書
に
は
写
真
（
縦
4
㌢

㍍
×
横
3
㌢
㍍
）
2
枚
と
印
鑑
が
必

要
で
す
。

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　

労
災
や
職
業
病
の
こ
と
な
ど
、
弁

護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
を
受
け
ま

す
。

日
時　

26
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

成
田
中
央
公
民
館　

対
象　

一
般
（
予
約
不
要
）　

相
談
料　

無

料問　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
し
ま
せ
ん
か

　

1
日
単
位
の
自
由
就
労
で
、
印
旛

郡
内
や
周
辺
市
町
村
の
発
掘
を
行
い

ま
す
。

日
時　

月
〜
金
曜
日　

午
前
9
時
〜

午
後
4
時
30
分

※
1
カ
月
15
日
以
内
で
実
働
6
時
間

と
な
り
ま
す
。

対
象　

60
歳
以
下
の
健
康
な
人

登
録
に
必
要
な
も
の　

筆
記
用
具

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
）、
印
鑑
、
賃
金
を
振

り
込
む
本
人
名
義
の
金
融
機
関
の
口

座
番
号
（
郵
便
局
を
除
く
）

※
毎
月
20
日
締
め
切
り
で
、
勤
務
は

登
録
手
続
き
を
し
た
翌
月
か
ら
と
な

り
ま
す
。

申
・
問　

㈶
千
葉
県
教
育
振
興
財
団

文
化
財
セ
ン
タ
ー
北
部
調
査
事
務
所

印
西
作
業
所
☎
0
4
7
6
（
4
0
）

6
6
2
2
へ

文
化
財
審
議
会
委
員
を

委
嘱

　

市
内
の
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に

つ
い
て
審
議
す
る
、
文
化
財
審
議
委

員
8
人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
委
員
の

皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
会
長　

天
下
井
恵
（
古
文
書
）

▼
副
会
長　

横
山
謙
次
（
書
籍
）

▼
印
南
満
子
（
風
俗
慣
習
）

▼
小
木
曽
栄
子
（
風
俗
慣
習
）

▼
古
里
節
夫
（
埋
蔵
文
化
財
）

▼
長
﨑
孜
（
自
然
）

▼
木
村
勉
（
建
築
）

▼
塩
澤
寛
樹
（
彫
刻
）

任
期　

〜
平
成
22
年
3
月
31
日

問　

文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

社
会
保
険
大
学
校
運
動

施
設
開
放
日

日
時　

8
月
2
日
㈯
・
3
日
㈰
・
9

日
㈯
・
10
日
㈰
・
16
日
㈯
・
17
日
㈰

午
前
9
時
〜
午
後
6
時

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
成
人
の
責
任
者
が
付
い
て
管
理
し

て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

5
4

0
円
、
体
育
館
1
、3
0
0
円
、
グ

ラ
ウ
ン
ド　

2
、5
2
0
円（
2
時
間
）

申
・
問　

7
月
25
日
㈮
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班　

内
線
3
4
3

6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

印旛郡市生涯学習振興大会

～いちばん大切なもの～

事
例
提
案　
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
発
表　

成

田
市
）
ほ
か

※
当
日
は
相
田
み
つ
を
美
術
館
所
蔵

作
品
「
い
の
ち
」
の
レ
プ
リ
カ
を
展

示
し
ま
す
。

入
場
料　

無
料

問　

市
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班　

内
線
3
4
3
1

学校プールを開放
　夏休みの8日間、市内の
小学生を対象に小学校の
プールを無料で開放しま
す。
日程・場所　7月23日㈬～
8月1日㈮・白井第三、大
山口、池の上の各小学校
　8月5日㈫～ 14日㈭・白
井第一、白井第二、桜台
の各小学校
※土・日曜日は除く。
時間　午前9時30分～ 11時
20分・午後1時30分～ 3時20分
※体調の悪い時などはプールに入らないようにしま
しょう。
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3436

　センターの芝生や駐車場を利用し、水遊びをします。
水遊びをとおして仲間づくりをしよう。
日時・場所　下表のとおり
対象　未就学児とその保護者（自由参加）
※保護者の同伴が必要です。
持ち物　水着（プール用紙パンツ可）・タオル・飲み物・
帽子など
参加費　無料

講
演
す
る
相
田
一
人
館
長
（
下
）
と

相
田
み
つ
を
さ
ん
の
作
品
（
左
）

いのち

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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　タイトルの上にある中などは次の場所
や申し込み・問い合わせ先を示しています。
中中央公民館・視聴覚ライブラリー
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
複西白井複合センター
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
社社会福祉協議会
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5713
ボボランティアセンター
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5716
シシルバー人材センター
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
※定期的に実施されている児童館事業など
は掲載されていないものもありますので、
児童館だより（各センターにあります）や
市ホームページをご覧ください。

桜
夏
休
み
工
作
教
室

　

平
成
と
ん
だ
り
は
ね
た
り
と
い
う
竹

で
作
る
動
く
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。

日
時　

8
月
7
日
㈭　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
小
学
生
以
上　

15

人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

無
料　

　
　

申　

電
話
か
直
接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

公
こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

【
デ
ザ
ー
ト
作
り
】

　

冷
た
く
て
甘
い
デ
ザ
ー
ト
（
パ

フ
ェ
・
ク
レ
ー
プ
）
を
み
ん
な
で
作

ろ
う
。

日
時　

7
月
26
日
㈯　

午
前
10
時
〜

正
午

対
象　

小
学
生
以
上　

12
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

上
靴

参
加
費　

3
0
0
円

【
お
好
み
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー
】

日
時　

8
月
6
日
㈬　

午
前
10
時
〜

正
午

対
象　

小
学
生
以
上　

16
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

上
靴

参
加
費　

2
0
0
円

申　

デ
ザ
ー
ト
作
り
は
7
月
19
日
㈯

ま
で
、
お
好
み
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー
は

8
月
2
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
を
持
参

の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ

公
作
っ
て
み
よ
う

　

シ
ュ
ー
ズ
ボ
ッ
ク
ス
で
眠
っ
て
い

る
靴
に
、
ポ
プ
リ
入
り
の
シ
ュ
ー

キ
ー
パ
ー
を
入
れ
よ
う
。
か
わ
い
い

動
物
の
形
に
も
な
る
よ
。

日
時　

8
月
2
日
㈯　

午
前
10
時
〜

正
午

対
象　

小
学
生
以
上　

10
人
（
申
し

込
み
順
）

申　

7
月
26
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

複
裁
判
員
制
度
ビ
デ
オ

鑑
賞
会

　

法
務
省
、
最
高
裁
判
所
が
企
画
・

制
作
し
た
広
報
用
ビ
デ
オ
、
裁
判
員

制
度
「
も
し
も
あ
な
た
が
選
ば
れ
た

ら
」（
主
演
西
村
雅
彦
）、裁
判
員
「
選

ば
れ
、
そ
し
て
見
え
て
き
た
も
の
」

（
主
演
村
上
弘
明
）
を
上
映
し
ま
す
。

平
成
21
年
か
ら
始
ま
る
こ
の
制
度
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

24
日
㈭　

午
後
1
時
〜
3
時

15
分

持
ち
物　

ス
リ
ッ
パ

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）

公
社
会
人
講
座

　

認
知
症
や
知
的
障
害
な
ど
で
判
断

能
力
が
不
十
分
な
人
を
保
護
し
、
財

産
管
理
、
締
結
、
遺
産
分
割
の
協
議

な
ど
を
支
援
す
る「
成
年
後
見
制
度
」

に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

8
月
5
日
㈫　

午
前
10
時
〜

正
午

対
象　

一
般　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

申　

7
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

　家族や友達と一緒に映画を見よう。
日時・場所・内容　下表のとおり
対象　未就学児～高校生（自由参加）
※未就学児は保護者同伴。
参加費　無料

子ども映画会日程
場所 日時 内容

公
7月23日㈬　午
前10時～正午

グリム作品（長靴をはいたね
こ・ブレーメンの音楽隊ほか）

中
7月25日㈮　午
前10時30分 ～
11時30分

なっちゃんのケヤキ・山ねず
みロッキーチャックみどりが
森のまいご

冨
8月1日㈮　午後
2時～ 3時15分

オズの魔法使い、忍たま乱太
郎の地震用心・火の用心、が
んばれ！盲導犬サーブ

子

ど

も

趣
味
・
教
養
・
学
習

　

子 ど も 映 画 会

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぬ
く
も
り
の
会

【
無
料
講
演
会
】　

一
般
社
団
法
人
及

び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律

日
時　

27
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時　

場
所　

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

講
師　

村
田
廣
行
行
政
書
士

【
無
料
相
談
会
】　

日
時　

27
日
㈰　

午
後
3
時
〜
4
時　

場
所　

白
井
駅

前
セ
ン
タ
ー　

対
応　

行
政
書
士

問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぬ
く
も
り
の
会　

高
木
☎
（
4
8
4
）
8
3
9
5

◆
県
立
北
総
花
の
丘
公
園

【
親
子
教
室
】
木
工
作
で
C
D
ラ
ッ

ク
に
ト
ラ
イ
！　

日
時　

8
月
16
日

㈯　

午
前
10
時
〜
正
午　

対
象　

小

学
生
と
そ
の
保
護
者　

16
組
（
申
し

込
み
順
）　

参
加
費　

1
、
0
0
0

円　

竹
で
つ
く
る
手
作
り
鳴
子　

日

時　

8
月
20
日
㈬　

午
前
10
時
〜
正

午　

対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

12
組
（
申
し
込
み
順
）　

参
加
費　

5
0
0
円

申　

開
催
日
の
1
カ
月
前
か
ら
電
話

ま
た
は
直
接
県
立
北
総
花
の
丘
公
園

管
理
事
務
所
☎
0
4
7
6
（
4
7
）

4
0
3
1
へ

【
展
示
会
】　

風
景
を
楽
し
む
会
展
―

絵
画
・
写
真
―　

日
時　

〜
7
月
21

日
㈷　

十
人
十
色
展
― 

陶
三
昧 

―

（
三
燦
会
）　

日
時　

7
月
23
日
㈬
〜

8
月
3
日
㈰

※
風
景
を
楽
し
む
会
展
で
は
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
る
「
ス
ケ
ッ
チ
会
・

絵
手
紙
体
験
会
」
を
7
月
21
日
㈷
の

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
（
雨
天
決

行
）
に
行
い
ま
す
（
参
加
費
無
料
）。

問　

県
立
北
総
花
の
丘
公
園
管
理
事

務
所
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
4
0
3

1◆
わ
が
家
の
犬
・
猫
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
募
集

　

わ
が
家
の
愛
犬
・
愛
猫
の
写
真
に

コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。
優
秀
作
品
15
点
を
9
月
下
旬

に
行
わ
れ
る
動
物
愛
護
週
間
イ
ベ
ン

ト
会
場
に
展
示
し
、
表
彰
し
ま
す
。

対
象　

県
内
在
住
者

申
・
問　

8
月
31
日
㈰
（
必
着
）
ま

で
に
応
募
者
の
飼
育
し
て
い
る

犬
・
猫
の
L
判
（
サ
ー
ビ
ス
判
）
の

写
真
3
枚
以
内
（
写
真
の
裏
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
載
）
と

し
つ
け
な
ど
の
適
正
飼
育
コ
メ
ン

ト
（
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
1
枚
以

内
）
を
添
え
た
作
品
を
〒
2
6
0

―
0
0
0
1
、千
葉
市
中
央
区
都
町

4
6
3
―
3　

㈶
千
葉
県
動
物
保

護
管
理
協
会
☎
0
4
3
（
2
1
4
）

7
8
1
4
へ

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

普
及
促
進
策
の
検
討

　

特
に
今
年
は
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
普
及
の
拡
大
に
傾
注
す
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。
公
共
空
地

を
市
民
が
独
自
に
管
理
す
る
ア
ダ

プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
着
目
し
、
新

た
な
切
り
口
に
つ
い
て
も
話
し
合

い
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
に
「
民
間
企
業
が

企
業
の
周
辺
の
美
化
活
動
を
行

う
際
に
、
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
活
用
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。」

1
0
0
人
会
議
と
し
て
働
き
か
け

を
行
う
予
定
で
す
。
現
在
、
ア
ダ

プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
協
力
参
加
団
体

は
検
討
中
の
団
体
を
含
め
て
3
団

体
（
す
べ
て
が
市
民
団
体
）
で
す

が
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
利
用
し
て
、

制
度
の
紹
介
を
行
い
、
参
加
団
体

を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
団
体
や
個
人
を
問

わ
ず
、
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
る

す
べ
て
の
人
た
ち
に
ご
み
収
集
に

意
欲
が
わ
く
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
の

ご
み
袋
を
作
り
、
収
集
に
つ
い
て

も
便
宜
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

欲
し
い
と
の
意
見
が
強
く
出
ま
し

た
。ひ

よ
こ
児
童
公
園

　

前
月
号
で
紹
介
し
た
第
2
号
の

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
協
力
参

加
団
体
、
冨
士
地
区
の
「
ひ
よ
こ

児
童
公
園
の
環
境
を
守
り
地
域
協

力
を
促
進
す
る
会
」
の
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。
当
会
は
ほ
か
に
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
会
は
子
ど
も
が
安
全
に
遊

べ
る
場
所
の
確
保
と
近
接
市
道
の

プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
植
え
な
ど
を
中

心
に
活
動
す
る
45
人
ほ
ど
の
団
体

で
す
。
右
の
写
真
は
6
月
初
旬
の

活
動
の
際
の
1
コ
マ
で
す
。

6
月
14
日
の
実
践
活
動

　

白
井
停
車
場
線
の
ご
み
拾
い
と

先
月
手
の
回
ら
な
か
っ
た
プ
リ
ス

タ
前
の
中
央
分
離
帯
花
壇
、
4
6

4
号
側
の
雑
草
刈
り
を
行
い
ま
し

た
。
清
掃
前
に
は
雑
草
に
隠
さ
れ

て
い
た
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
の

看
板
が
清
掃
後
に
は
そ
の
存
在
が

明
ら
か
に
な
り
、
芝
桜
も
何
と
か

見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
に
は
花
を
植
え
替
え
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
手
伝
い

を
お
願
い
し
ま
す
。

 

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

問　

市
民
参
加
推
進
課
1
0
0
人

会
議
事
務
局　

内
線
3
1
5
1

※
こ
の
記
事
は
1
0
0
人
会
議
に

よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

2008-5

46

草
取
り
か
ら
花
植
え
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紫
陽
花
が
小
雨
に
濡
れ
る
来
迎
寺　

　
　
　
　
　

 

大
山
口　

　

上
坂　

千
昭

浮
子
一
点
見
詰
め
続
け
て
夏
帽
子             

南
山　

　
　

上
野　

寛
義 

通
い
道
若
葉
な
が
め
て
深
呼
吸               

堀
込　

　
　

宮
本　

文
子 

草
む
し
り
楽
し
む
余
裕
ま
だ
持
て
ず           

大
松　

　
　

織
本　

泰
子

鯉
の
ぼ
り
垂
れ
ず
泳
が
ず
遠
く
見
ゆ           

神
々
廻　

　

杉
山　

隆
秀

潮
の
香
や
苦
さ
懐
か
し
目
刺
食
ふ　

　
　
　
　
　

 

七
次
台　

　

鶴
巻　

和
男 

柴
又
に
の
ど
飴
を
買
ふ
つ
い
り
か
な　

　
　
　
　

 

堀
込　

　
　

大
屋　

キ
ヌ

空
泳
ぐ
鯉
の
妊
や
竿
し
な
る                 

根　
　
　
　

大
出　

和
雄 

竹
落
葉
世
代
の
替
る
風
の
色                 

神
々
廻　

　

田
中
八
代
い 

土
知
ら
ぬ
み
ど
り
児
の
足
夏
を
蹴
る　

　
　
　
　

 

大
山
口　

　

寺
内
ひ
ろ
し

梅
雨
眠
る
飯
盛
山
の
白
虎
隊                 

大
松　

　
　

川
又　

勝
彦 

梅
雨
晴
れ
や
庭
の
紫
陽
花
雨
を
待
ち           

桜
台　

　
　

土
山　

勝
實 

ど
っ
と
思
い
出
竹
の
子
の
皮
を
剥
く           

池
の
上　

　

横
山
久
雅
子 

土
用
波
次
女
沖
縄
よ
り
文
届
く               

堀
込　

　
　

渡
辺　

岩
夫 

軒
先
で
自
然
を
知
ら
す
雨
蛙                 

根　
　
　
　

乾　

た
か
子 

弁
天
川
の
光
芒
曳
き
て
蛇
よ
ぎ
る             

大
松　

　
　

寺
尾　

春
雪 

病
癒
え
風
の
す
が
し
さ
聖
五
月               

神
々
廻　

　

斎
藤
と
み
子 

夢
の
中
も
卯
の
花
腐
し
他
郷
か
な             

堀
込　

　
　

高
光　

定
治

ワ
イ
キ
キ
の
海
空
芝
の
青
み
ど
り             

冨
士　

　
　

柳
沢　

　

純

青
葉
影
日
毎
ふ
か
ま
る
通
ひ
路
に           

　
　
　

ひ
た
く
れ
な
ゐ
の
薔
薇
の
匂
へ
り       

桜
台　

　
　

米
井　

詩
織

足
萎
え
の
姑
を
自
転
車
で
散
髪
に

　
　
　

通
い
し
日
思
う
腰
の
痛
め
ば           

根　
　
　
　

印
南　

満
子

浦
島
草
ク
ロ
モ
ジ
の
根
か
た
に
咲
き
初
め
ぬ

　
　
　

そ
の
釣
糸
の
不
思
議
確
か
む　

         

池
の
上　

　

関
根　

千
浪

温
暖
化
エ
コ
で
守
り
ぬ
青
き
星

　
　
　

宇
宙
の
闇
に
永
遠
に
輝
け             

七
次
台　

　

松
井　

寛
紅 

白
妙
に
い
ま
咲
き
盛
る
芍
薬
に

　
　
　

五
月
の
雨
は
重
く
降
り
つ
ぐ           

桜
台　

　
　

米
井　

　

茂 

な
つ
か
し
き
訛
を
町
に
聞
く
と
き
に

　
　
　

遠
き
古
里
の
火
の
国
お
も
う           

堀
込　

　
　

名
越
た
て
み 

迫
害
の
歴
史
と
ど
め
て
首
の
な
き

　
　
　

マ
リ
ア
地
蔵
を
寺
に
を
ろ
が
む　

 　

 　

 

冨
士　
　
　

望
月　

玲
子

孫
二
人
の
誕
生
記
念
庭
に
植
え
し

　
　
　

桜
桃
梅
雨
に
濡
れ
て
育
た
ん　
　
　
　
　

 

池
の
上　
　

蝦
名　

幸
子

胸
ふ
た
ぐ
思
ひ
も
て
聞
く
大
地
震
に

　
　
　

九
万
余
の
人
逝
き
し
ニ
ュ
ー
ス
を       

冨
士　

　
　

村
上
し
ず
子 

も
の
す
べ
て
包
み
し
く
ら
き
空
間
の

　
　
　

盲
し
い
て
あ
れ
ば
こ
れ
も
又
美
し       

堀
込　
　
　

川
崎　
　

薫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
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市
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校

市
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大
学
校

か
わ
ら
版

か
わ
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白井
子ども劇場

　白井子ども劇場は子どもたちの豊かな
成長を目的として1993年春に設立しまし
た。舞台劇・コンサートなどの生の舞台鑑
賞、幼児とお母さんのための「どんぐりク
ラブ」・あそび体験活動「あそびっく」・子
どもキャンプ･中高青（中学・高校･青年）
サークルなどの活動をしています。
　昨年はキリン福祉財団の助成を受けて
「あそびっく」を大規模に展開しました。
中でもハロウィンや昔あそびなどの催しに
は、地域の皆さんにも協力いただき、延べ
300人もの親子が参加しました。
　白井子ども劇場は今年15周年にあたり
ます。「子どもゆめ基金」の助成を受けて
９月27日㈯に「わんぱく寄席」を開催する
などこれからも人と人とのつながりを大切
に、大人も子どももゆっくり豊かに過ごせ
る居場所をつくりたいと思います。
　子どもの文化体験活動を応援してくれる
会員・賛助会員を募集しています。
 　白井子ども劇場☎・℻  （491）2163■問
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子どもキャンプ子どもキャンプでで山梨県山梨県丹波丹波東東キャンプ場キャンプ場に行きましたに行きました

宮本宮本さんのさんの講座を講座を聴く聴く受講生受講生

活発な活発な意見交換を意見交換をしたしたグループワークグループワーク

　白井駅に掲げられていた「祝　関
東大会出場　白井高等学校弓道部男
子・女子団体」の横断幕に見覚えが
ありませんか。
　この関東大会出場の切符は千葉県総合スポーツセンター
で行われた関東高等学校弓道大会千葉県予選会で男子団体
優勝、女子団体４位という素晴らしい成績でつかんだもの

です。男子は昨年に続き 2年連続で出場、
女子はそんな男子に負けじと健闘しまし
た。
　栃木県で行われた関東大会では女子は
惜しくも予選で敗退しましたが、男子は
決勝トーナメントに進み、ベスト 16 に入
る好成績でした。
　現在 3年生は引退しましたが、2年生・
1年生が次の大会に向け、猛練習中。今後
の活躍に注目です。

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ

　「現場の保健活動を知り
たい」そんな依頼が茨城
県立医療大学からありま
した。講義を受けるのは
将来、看護師や保健師を
目指す看護学生たち。市
職員による市の取り組み
の説明とともに母子保健
推進員が地域での訪問活
動、マタニティ＆ベビー
サロンの運営、手作りお
もちゃの制作などの活動
を紹介しました。
　学生たちは「地域で直接現場に携わっている人からの話は、普段の大
学の授業では学べないことが多いので興味深い」と熱心に話を聴いてい
ました。講話した母子保健推進員は「このことが学生たちの将来に役に
立てばうれしい」と話してくれました。

手作りおもちゃの話を熱心に聴く学生たち

全神経を集中して矢を射る

白井高校弓道部

白井高校弓道部大健闘

看看護師護師やや保健師保健師をを目指す目指す学生学生のためにのために
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